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【建物の背景】

〇陸軍の軍服・軍靴等を製造・貯蔵する施設として、大正３年（1914年）竣工。

〇 1945年に被爆し、被爆者の臨時救護所として使用され、多くの方が亡くなった。

〇以降、旧広島大学等の校舎、物流会社の倉庫として約４０年間使用。（～平成７年）

〇現在までに博物館・美術館など様々な利活用構想が検討されたが、実現に至らず。

〇令和５年11月、国の文化審議会が重要文化財に指定するよう答申、翌年１月に指定。

令和６年度から、最小限の安全対策工事を実施予定。

〇併せて、今後の建物の利活用に向けては、次の３つの方向性で整理。

①県民・来訪者の交流促進を目指した文化や芸術、生涯学習の拠点

②広島の自然や歴史・文化、平和等を学べる拠点

③国内外の人々が訪れ、県民と繋がり、広島を体感するための拠点

【建物の規模・構造】



【建物の外観・特色】

〇 レトロな外観とモダンな内部を併せ持つ独特な建物が連なり500ｍにも及ぶ歴史的な景観を形成。

〇 国内最古級の鉄筋コンクリート造りであるとともに、外壁に煉瓦造りを併用するなどの高度

な建築技術は、建築物としても歴史的な価値が高い。

〇 原爆の爆風により変形した鉄扉や、救護施設として数多くの被爆者を受け入れた歴史があり、

被爆建物としても価値が高い。

（鉄筋コンクリート造の内部（３階））

（煉瓦造の外壁）（500mにも及ぶ歴史的景観）

（変形した鉄扉）
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◼ JR広島駅から約2.5㎞（路線バ
ス・徒歩約20分）

◼ 広島港から約3㎞（路線バス
約15分）

◼ 原爆ドームから約3.5㎞（路線
バス・徒歩約25分）

◼ 高速道路 宇品 ICより約2㎞
（自動車約5分）

【建物の位置図（広域）】

〇所在地は、広島市南区出汐（でしお）二丁目４番60号

〇 JR広島駅から約2.5km、原爆ドームから約3.5km、広島港から約3kmに立地。

〇平和記念資料館や原爆ドームと併せ、平和に関する回遊ルートに位置付けることも可能。
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【建物の位置図（近隣）】

〇近隣地域は住宅地が広がるエリアであり、小学校、高校などの多数の学校が立地。

〇北側に広島南警察署、東側に広島県立工業高校が隣接。

警察署



【建物の内部（平面図）】



将来にわたって 「被服支廠の存在を活かしていく」
「被服支廠の価値を継承していく」
「歴史と平和の大切さを伝えていく」

守る

• 活用を進めるにあたっても、将来にわたって守り続けることを忘れてはならない。
• 被服支廠の建物そのものを守るだけでなく、その価値や歴史、文化的背景も守っていく必要が
ある。

• 守り続けるためには、時代の変化の中で変えたほうが良いもの、変えてはいけないものを検討
し続ける必要がある。

１．基本的な考え方

⚫被服支廠自体（構造物）が存在し続ける
⚫まちなかの巨大な空間 等

⚫建築物としての価値
⚫重要文化財級と言われる文化的価値
⚫被爆の痕跡が残る被爆建物としての価値 等

被服支廠の存在を活かしていく

被服支廠の価値を継承していく

歴史と平和の大切さを伝えていく

⚫広島の歴史を物語る建築物であること
⚫被爆直後に、被爆者救護のための臨時救護所となったこと 等

【R5.3： 旧広島陸軍被服支廠の活用の方向性に係る懇談会 報告書 ①】



２．活用の方向性

• 実際の活用にあたっては、被服支廠の巨大な空間に、様々な機能が複合的に導入されることが現実的。
• 新しい機能（活用の可能性【種】） を基に、具体的な活用のアイデアを踏まえて、「活用の方向性」を３つの柱として取りまとめた。
• なお、具体的な活用内容については、国・県・広島市で構成する研究会において、被服支廠の最終的な活用策の議論・検討を行っていく。

①県民が日常的に集う
②県民と来訪者が

交流する
③広島の歴史・平和等
について学び、体験する

④多世代がつながる
⑤創作・表現
・発表する

⑥世界とつながる

集う・交流 学ぶ・体験 創造・発信

〈活用の方向性〉

県民・来訪者の交流促進を目指した
文化や芸術、生涯学習等の拠点

• 県民や来訪者が広島への学びを深め、体
験や交流ができる場を提供

• 産業や文化活動、学習、イベント等様々
な活動の場を提供

〈活用アイデアの例〉

• 図書館、子供図書館
• アトリエ、工房、アート作品の展示施設
• 文化ホール、劇場
• スモールオフィス、サテライトオフィス
• マルシェ、フリーマーケットなどの開催
• 敷地を活用した県民が憩う公園や広場
• 子育て支援施設
• eスポーツ・アーバンスポーツ施設

※ここで示した「活用アイデアの例」はワークショップや懇談会で出たアイデアであり、活用を決定したものではない。

〈活用の方向性〉

広島の自然や歴史・文化、
平和等を学べる拠点

• 被服支廠の辿った歴史・建築の文化的価
値等を踏まえ、広島の自然や歴史、平和
に関する展示施設

• 併せて、県民や国内外の人々が広島の自
然や歴史、平和に関する学びの場とした
施設整備とソフト整備

〈活用アイデアの例〉

• 自然史、歴史博物館
• 平和資料館
• 文学館
• 学習施設、研究施設
• 教育活動、ボランティア活動の拠点

〈活用の方向性〉

国内外の人々が訪れ、県民と繋がり、
広島を体感するための拠点

• 国内外の人々が被服支廠の建物を通じて、
広島の歴史や文化、平和に関するストー
リーを感じることのできる宿泊施設等

• 被服支廠の持つ歴史を活かした国際平和
等をテーマとする会議やイベント、コン
ベンション施設

〈活用アイデアの例〉

• ホテル、合宿所、ユースホステル
• イベント会場、コンベンション施設
• 観光センター
• ピースツーリズムの拠点
• 服飾デザイン博物館

育てる 将来にわたって 様々な種を時代の変化に即しながら育てていく

活用の可能性【種】

【R5.3： 旧広島陸軍被服支廠の活用の方向性に係る懇談会 報告書 ②】



【沿革等】
年 摘 要

大正３ 1914 竣工 陸軍被服支廠（現在109年経過） 陸軍兵士の軍服・軍靴等の製造と貯蔵を担う。

昭和20 1945 被爆 被爆者の臨時救護所として使用

昭和21 1946 広島高等師範学校（現在の広島大学教育学部）として使用

昭和27 1952 国立広島大学整備のため，交換により，大蔵省から3棟を取得

昭和31 1956 日本通運に貸付け（H7年3月まで約40年間）

平成６ 1994 広島市が被爆建物として登録
■この間，様々な利活用構想が検討されるが，活用されないままとなっている。

・瀬戸内海文化博物館（仮称）構想（H7 県）

・エルミタージュ美術館分館誘致構想（H12 県）
・折り鶴ミュージアム（仮称）構想（H23 広島市）

平成30 2018 〇耐震性能等調査結果「震度６強の地震で倒壊する可能性」（30年1月）

〇耐震改修試算

・内部利用（博物館等）１棟約３３億円，３棟で１００億円

・建物保存のみ １棟約２８億円，３棟で ８４億円

■大阪府北部地震のブロック塀倒壊事故 （30年6月）

令和元 2019 建物の安全性の確保と建物が有する価値等を考慮して，
「1棟保存・2棟解体」の対応方針案を示す。



【沿革等】
年 摘 要

令和２ 2020 煉瓦壁の倒壊防止を目的として，建物壁面補強調査・実施設計業務を実施（2年1月～2年9月）

⇒調査の中で，煉瓦壁の強度が高いことが判明（2年5月）

煉瓦壁の強度を踏まえ，改めて建物の詳細調査を実施（2年10月～12月）

■煉瓦壁は地震等による倒壊の恐れはないものの

各棟の妻壁補強や屋根瓦の葺替えなどの早急な対応が必要

■国指定の重要文化財級の価値がある。

■概算工事費：１棟約５．８億円，３棟で１７．４億円

令和３ 2021 詳細調査結果を踏まえて，

○重要文化財級の価値があり，建物の解体を俎上に載せることは適当でないこと。

○概算工事費は，低減される見込みであること。

○広島市からは，３棟保存を求められていること。

⇒１棟保存，２棟解体」の現行方針案の見直しも含め，

最終的な方向性を検討・整理するとの方針を示す。

早急に実施する必要がある安全対策等の検討に必要な予算を提案し可決・成立

○安全対策に係る建物３棟の実施設計

○重要文化財の指定に向けた建築物の価値調査 令和４年度末に完了

○活用の方向性のとりまとめに向けた検討

令和５ 2023 国、県、広島市で構成する「旧陸軍被服支廠の保存・継承にかかる研究会」において、

最終的な活用策の議論・検討を実施中。

県議会2月定例会

県議会6月定例会
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